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市
長
は
市
民
か
ら
の
公
職
選
挙
法
違
反

と
の
指
摘
に
説
明
責
任
を
果
た
せ

企
業
誘
致
な
ら
効
果
を
明
確
に

整備が進む戸川地区

公
文
書
適
正
管
理
の
た
め
の

条
例
の
制
定
を

児
童
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ
う

通
学
路
へ
の
歩
道
の
設
置
を

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

問　
企
業
誘
致
を
行
う
場
合
に
は
、
経

済
波
及
効
果
（
操
業
前
、
操
業
後
、
雇

用
誘
発
な
ど
）
を
試
算
し
、
地
域
住
民

や
市
民
に
説
明
し
理
解
を
得
る
必
要
が

あ
る
が
、
戸
川
地
区
の
調
査
は
実
施
し

た
の
か
。

答　
戸
川
地
区
へ
の
企
業
立
地
に
係
る

経
済
波
及
効
果
の
調
査
は
、
立
地
の
前

提
条
件
や
業
種
想
定
を
仮
置
き
し
、
令

和
元
年
度
に
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
試
算

し
た
。
製
造
業
が
多
く
立
地
し
た
場
合

の
効
果
額
は
、
建
設
時
に
約
１
５
４
億

円
、
操
業
後
は
毎
年
約
５
２
１
億
円
と

推
計
さ
れ
、
雇
用
誘
発
は
、
建
設
時
に

約
１
１
０
０
人
分
、
操
業
後
に
約
２
千

人
分
の
業
務
量
が
発
生
す
る
と
推
計
さ

れ
た
。
ま
た
、
運
送
業
が
多
く
立
地
し

た
場
合
は
、
建
設
時
に
約
２
８
５
億
円
、

操
業
後
は
毎
年
約
１
８
７
億
円
と
推
計

さ
れ
、
雇
用
誘
発
は
、
建
設
時
に
約
２

７
０
０
人
、
操
業
後
に
約
９
０
０
人
の

業
務
量
が
発
生
す
る
と
推
計
さ
れ
た
。

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
堀
水
路
の
暗
き
ょ
の
管
理
に
つ
い

て問　
堀
水
路
の
暗
き
ょ
は
、
い
わ
ゆ
る

廃
棄
物
処
理
法
違
反
だ
け
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
盛
土
条
例
に
も
抵
触
し
て
い

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
認
識
は
あ
っ
た
。

問　
建
設
部
の
ト
ッ
プ
の
識
見
と
し
て
、

条
例
違
反
の
認
識
は
あ
っ
た
の
か
。

答　
安
全
性
の
視
点
か
ら
は
、
条
例
に

即
抵
触
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

意
見　
過
去
に
、
土
の
不
適
切
な
管
理

に
よ
り
溢い

っ
す
い水
し
、
安
全
と
は
言
え
な
い
。

二
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

問　
生
活
困
窮
者
へ
の
必
要
な
支
援
に

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
。
途
切
れ
の
な
い

支
援
が
必
要
と
思
う
が
ど
の
よ
う
か
。

答　
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
。

問　
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
に
は
「
生
活

保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。
生

活
保
護
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な

た
に
も
あ
る
も
の
で
す
の
で
、
た
め
ら

創
　
和
　
会
　
　
　
谷
　
　
和
雄

一
　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
地
域
と
共
に
歩
む
学
校
づ
く
り
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
取

り
組
む
渋
沢
小
・
中
学
校
は
、
千
村
地

区
の
八
重
桜
が
日
本
一
の
出
荷
量
で
あ

る
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
で

高
齢
化
な
ど
の
要
因
で
出
荷
が
減
少
し

て
い
る
事
に
危
機
感
を
持
ち
、
渋
沢
の

宝
「
八
重
桜
」
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
と
の
生
徒
か
ら
の
提
案
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
、
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答　
本
市
が
誇
る
地
域
資
源
で
あ
り
観

光
資
源
で
あ
る
八
重
桜
に
関
す
る
生
徒

か
ら
の
提
案
は
、
思
考
力
や
判
断
力
、

表
現
力
に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
の
表
れ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
秦
野
市
長
選
挙
に
つ
い
て

問　
市
長
選
挙
の
投
開
票
日
に
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
投
票
依
頼
は

公
職
選
挙
法
違
反
と
の
情
報
提
供
が
市

民
か
ら
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。

答　
指
摘
を
受
け
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ

り
市
民
に
多
大
な
る
迷
惑
を
か
け
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
す
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
投
票
依
頼
が
投
開
票
日
と
な
っ
た
の

は
事
務
所
の
配
信
責
任
者
が
管
理
者
に

テ
ス
ト
配
信
し
、
管
理
者
の
返
信
を
待

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
テ
ス
ト
配
信
し
た

つ
も
り
の
投
稿
文
が
本
配
信
さ
れ
て
し

自
民
党
秦
野
　
　
　
相
原
　
　
學

一
　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
６
月
に
通
学
路
で
児
童

が
軽
自
動
車
と
接
触
し
大
け
が
を
す
る

交
通
事
故
が
発
生
し
た
が
、
教
育
委
員

会
や
学
校
に
よ
る
再
発
防
止
の
た
め
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
事
故
後
、
改
め
て
児
童
へ
の
交
通

安
全
指
導
や
、
同
じ
地
区
の
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
登
下
校
す
る
た
め
の
「
地

区
児
童
会
」
や
登
校
時
の
安
全
確
保
に

取
り
組
む
「
班
長
・
副
班
長
会
議
」
な

ど
の
場
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
交

通
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

公
　
明
　
党
　
　
　
山
下
　
博
己

一
　
公
文
書
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　
近
年
の
行
政
に
よ
る
公
文
書
の
ず

さ
ん
な
管
理
に
対
し
適
正
な
管
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
情
報
関
連
三
法
と
し

て
①
公
文
書
管
理
法
、
②
情
報
公
開
法
、

そ
し
て
製
造
業
、
運
送
業
が
立
地
し
た

場
合
で
は
、
建
設
時
に
約
２
３
２
億
円
、

操
業
後
に
毎
年
約
３
５
４
億
円
と
推
計

さ
れ
、
雇
用
誘
発
は
建
設
時
に
約
２
１

０
０
人
分
、
操
業
後
に
約
１
７
０
０
人

分
の
業
務
量
が
発
生
す
る
と
推
計
さ
れ

た
。
な
お
、
こ
の
試
算
に
つ
い
て
は
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
産
業
連
関
表
に
基
づ
く

試
算
と
な
る
の
で
、
参
考
の
一
例
と
し

て
い
る
。

要
望　
地
権
者
が
心
配
し
て
い
る
地
下

水
調
査
の
完
了
は
４
年
度
上
半
期
中
と

の
こ
と
だ
が
、
地
域
住
民
に
説
明
で
き

る
よ
う
早
期
に
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
あ
る
。

他
の
自
治
体
は
Ｈ
Ｐ
や
公
民
館
な
ど
の

窓
口
に
「
保
護
の
し
お
り
」
が
あ
る
が
、

本
市
は
Ｈ
Ｐ
に
も
な
い
。
自
宅
療
養
者

や
自
主
療
養
者
に
配
付
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
「
保
護
の
し
お
り
」
は
生
活
保
護

申
請
者
や
受
給
者
向
け
に
作
成
し
た
も

の
で
、
必
要
な
人
に
必
要
な
情
報
が
届

く
よ
う
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
市
民
の
困
窮
し
て
い
る
状
況
を

把
握
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い

う
視
点
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問　
子
ど
も
の
思
い
を
受
け
、
八
重
桜

を
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　
地
域
資
源
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

要
望　
地
域
の
声
を
生
か
し
た
学
校
づ

く
り
は
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
な
り
、

地
域
活
性
化
や
今
後
の
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

桜
の
収
穫
、
生
産
、
販
路
ま
で
一
貫
し

た
魅
力
発
信
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
新
東
名
高
速
道
路
に
関
す
る
周
辺

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
道
路

整
備
、
水
路
整
備
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
県
道
７
０
５
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
市
道
菖
蒲
13
・
14
号
線
の

改
良
を
進
め
、
雨
水
の
増
加
も
鑑
み
減

水
対
策
と
し
て
調
整
池
の
設
置
な
ど
を

ま
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
も
の
で
あ
る
。

問　

配
信
内
容
に
は
「
今
日
は
投
票

日
」
、
「
是
非
高
橋
ま
さ
か
ず
に
お
任

せ
く
だ
さ
い
。
」
と
あ
る
。
公
職
選
挙

法
違
反
が
疑
わ
れ
る
テ
ス
ト
配
信
の
前

後
に
お
い
て
市
長
は
確
認
し
た
の
か
。

答　
配
信
前
に
は
確
認
し
て
い
な
い
。

二
　
集
中
豪
雨
災
害
の
対
応
に
つ
い
て

問　
曽
屋
地
区
急
傾
斜
地
下
の
住
民
は

雨
が
降
る
度
に
眠
れ
な
い
状
況
が
続
く
。

引
き
続
き
県
と
対
応
を
協
議
す
る
考
え

は
あ
る
か
。
ま
た
、
千
村
地
区
の
蛍
生

息
地
は
再
度
集
中
豪
雨
の
被
害
が
危
惧

さ
れ
る
。
現
地
調
査
の
考
え
は
ど
う
か
。

ま
た
、
教
職
員
が
学
校
周
辺
で
見
守
り

を
行
う
な
ど
再
発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
事
故
が
発
生
し
た
場
所
は
幅
員

４
㍍
の
歩
道
の
な
い
通
学
路
で
あ
り
、

車
両
が
来
た
場
合
、
児
童
の
逃
げ
場
が

な
い
た
め
、
片
側
だ
け
で
も
歩
道
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

二
　
（
仮
称
）
羽
根
ス
ポ
ー
ツ
広
場
用

地
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
本
件
は
令
和
３
年
３
月
第
１
回
定

例
会
で
も
質
問
し
、
市
長
か
ら
は
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
検
討
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

③
個
人
情
報
保
護
法
が
あ
る
が
、
本
市

で
は
②
・
③
は
条
例
化
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
肝
心
な
①
は
規
定
で
と
ど
ま

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
三
法
の
整
合

性
を
取
る
意
味
で
も
、
公
文
書
管
理
条

例
の
制
定
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
歴
史
的
文
書
を
含
む
行
政
文
書
を

よ
り
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
市
民

へ
の
説
明
責
任
や
適
切
か
つ
効
率
的
な

行
政
運
営
に
資
す
る
意
味
か
ら
も
、
条

例
の
制
定
は
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
他
市
の
事
例
を
研
究
し
参
考
に
し

な
が
ら
条
例
化
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

問　
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
新
型
感

答　
現
地
を
監
視
し
県
と
他
の
対
応
が

で
き
る
か
協
議
し
た
い
。
千
村
地
区
の

現
地
調
査
は
令
和
４
年
３
月
中
に
行
う
。

三
　
矢
坪
沢
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
住
民
合
意
に
は
全
市
民
に
説
明
が

必
要
と
考
え
る
。
矢
坪
沢
の
測
量
や
詳

細
設
計
の
具
体
的
実
施
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
測
量
は
令
和
４
年
６
月
か
ら
10
月
、

地
質
調
査
は
７
月
か
ら
11
月
に
予
定
し
、

５
年
３
月
に
詳
細
設
計
を
完
了
し
た
い
。

答　
本
用
地
は
「
森
林
資
源
の
活
用
拠

点
を
軸
と
し
た
環
境
共
生
に
資
す
る
土

地
利
用
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
土
地

利
用
方
針
を
決
め
て
お
り
、
「
ス
ポ
ー

ツ
利
用
」
か
ら
「
秦
野
ら
し
さ
を
生
か

し
た
土
地
利
用
」
へ
転
換
し
、
表
丹
沢

の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

要
望　
本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
森
林

資
源
の
有
効
活
用
と
活
性
化
に
つ
な
が

る
土
地
利
用
構
想
を
策
定
し
て
ほ
し
い
。

染
症
へ
の
行
政
対
応
な
ど
を
、
公
文
書

記
録
と
し
て
残
す
考
え
は
ど
う
か
。

答　
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。
歴
史
的
文
書
選
別
基
準

に
お
い
て
保
存
で
き
る
よ
う
整
理
す
る
。

二
　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
の
取
組
に

つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
脱
炭
素
社
会
の
構
築
へ

向
け
て
数
々
の
提
案
を
し
て
お
り
、
今

回
の
産
業
都
市
を
目
指
す
市
長
公
約
は

評
価
す
る
。
そ
の
構
想
の
概
要
と
実
施

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
紹
介
の
あ
っ
た
事
例
も

参
考
と
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
を
視
野
に
入
れ
て
令
和

４
年
度
に
構
想
の
策
定
に
着
手
し
、
民

間
活
力
の
導
入
も
踏
ま
え
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
国
の
選
定
に
応
募
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
た
ち
の

役
に
立
つ
生
活
保
護
制
度
を

子
ど
も
た
ち
の
声
を 

地
域
の
声
を

生
か
し
た
市
政
運
営
に
努
め
よ

し
て
い
る
。
柳
川
地
区
の
工
事
用
道
路

の
復
元
工
事
は
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は

５
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）

秦野市伊勢原市環境衛生組合の
旧管理事務所の文書庫

公正な選挙を

生活保護の申請案内（厚生労働省HP）

八重桜の活用を

安全な通学路の整備を




